
   

生
活
の
た
め
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
住
民
生
活
を
守
る
た

め
の
大
き
な
課
題
で
す
。 

 

効
率
的
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
話

し
合
う
た
め
に
、
名
寄
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
が
６
月
９
日
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

交
通
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
新

し
い
形
の
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
同
協
議
会
は
、
委

員
に
一
般
公
募
を
含
む
住
民
代
表
、

鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交

通
事
業
者
、
国
や
道
な
ど
の
道
路
管

理
者
な
ど
25
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

   

平
成

21
年
度
〜
平
成
22
年
度
の
２

年
間
で
実
証
試
験
を
行
っ
て
、
試
験

の
結
果
を
反
映
し
た
「
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

早
け
れ
ば
平
成
23
年
度
か
ら
オ
ン
デ

マ
ン
ド
乗
り
合
い
車
両
の
本
格
運
行

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
10

月
か
ら
11
月
の
２
カ
月
間
、
名
士
バ

ス
が
運
行
し
て
い
る
下
多
寄
線
バ
ス

エ
リ
ア
付
近
（
約
２
５
０
世
帯
）
を

対
象
に
実
証
試
験
を
行
い
ま
す
。 

　
利
用
料
金
は
地
区
毎
に
片
道
４
０

０
円
〜
９
０
０
円
で
設
定
し
、
乳
児

無
料
、
子
ど
も
料
金
半
額
、
障
が
い

者
割
引
な
ど
の
割
引
制
度
も
導
入
し

ま
す
。 

　
広
大
な
面
積
を
も
つ
こ
の
地
域
で
は
、
自
動
車
が
移
動
手
段 

の
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
が
な
い
生
活
が
と
て
も
不
便

に
な
っ
て
し
ま
う
現
実
が
あ
る
も
の
の
、
最
近
で
は
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
バ
ス
で
の
移
動
は
、
路
線
、
便
数
と
も
に
少
な
く
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
車
社
会
の
進
行
な
ど
の
影
響
で
今
後
の
改

善
が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
は
な
く
、
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
は
比

較
的
高
価
な
移
動
手
段
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
利
用
者
の
要
求
・
需
要
（
デ
マ
ン
ド
）に
合
わ
せ
て
効

率
的
に
運
行
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
時
代
の
要
請
「
環
境
へ
の
対

応
」
を
実
現
し
、
同
時
に
、
市
内
の
交
通
事
業
者
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
新
た
な
市
民
が
利
用
し
や
す
い
「
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
、
取
り
組
み
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

広報なよろ第42号      ４ 

知
恵
を
出
し
合
う 

実
証
が
目
指
す
も
の
は 

地
域
を
つ
な
ぐ
明
日
の
公
共
交
通
を
目
指
し
て 

10
月
〜
11
月
実
施
の
実
証
試
験
に
ご
協
力
を 

　　　　　　　　オンデマンド交通とは？ 

　乗客のデマンド（希望）に合わせて走行する次世代の交通手段です。路線バスは時

刻表の通りに運行し、その路線全てのバス停を回ります。しかし、時刻表通りに運

行するため、乗客がバスの運行に時間を合わせる必要があります。また、路線バス

は乗客がいないときでも決められた経路を走らなければならず、環境にも負荷がか

かってしまいます。一方、タクシー・ハイヤーは、目的地まで直行しますが、乗客

が少人数で、比較的高価な乗り物です。これらの問題点を解決するために考えられ

た新しい公共交通の形がオンデマンド交通です。 

特集 

新たな交通システムが話し合われている 
地域公共交通活性化協議会 



地域をつなぐ明日の公共交通を目指して 

５   　平成21年９月号 

特集 

利用の流れ  ー行きー 

利用の流れ  ー帰りー 

�利用日時が決まった 
　ら電話予約します 

�自宅前まで 
　迎えがきます 

�目的地に近い指定場所 
　で降ります 

�目的地に近い指定場所 
　で乗ります 

�自宅前まで送って 
　くれます 

名寄地区の指定場所 
（名士バスのバス停） 
・ＪＲ名寄駅 
・３条６丁目 
・市立総合病院 
・徳田17線（４カ所）    

�まず、事前登録 

�利用日時が決まった 
　ら電話予約します。 

風連地区 

名寄地区 

西風連区 

５区 

共和 

４区 

６区 

豊栄 

北星信金風連支店 

市役所風連庁舎 

ＪＲ風連駅 

ＪＲ名寄駅 
市立総合病院 

徳田１７線 

３条６丁目 

風連地区の指定場所 
（名士バスのバス停） 
風連地区の指定場所 
（名士バスのバス停） 
・市役所風連庁舎 
・北星信用金庫風連支店 
・ＪＲ風連駅(３カ所)      

○実 施 期 間　　１０月１日（木）～１１月３０日（月）　 
○運 行 時 間　　７：３０～１８：１０ 
○利 用 料 金　　４００円～９００円(片道運賃) 
○対 象 者　　名士バス下多寄線バスエリア付近にお住まいの方（下図をご覧ください） 
　　　　　　　　　風連地区：２区の一部、３区、４区、５区、６区の一部、西風連 
　　　　　　　　　名寄地区：共和、豊栄の一部 
○乗降指定場所　　名寄地区４カ所(ＪＲ名寄駅、３条６丁目、市立総合病院、徳田17線） 
 　　　　　　　　風連地区３カ所(市役所風連庁舎、北星信用金庫風連支店、ＪＲ風連駅) 
○運 行 便　　１日各５往復 （名寄地区便、風連地区便） 

左記の実証試験期間中は、現在運行
している下多寄線バスは運休となり
ますので、ご注意ください。 

地域公共交通実証運行試験（タクシーバス）の概要 

利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す 

■
登
録
方
法 

 

所
定
の
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

次
の
提
出
先
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
今
回
の
実
証
試
験
は
地
域
限
定
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
登
録
用
紙
は
各
行
政
区
・
町
内
会
を
経

由
し
て
対
象
地
区
の
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

登
録
用
紙
を
提
出
し
、
市
が
発
行
す
る
利
用
者
登

録
証
な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
登
録
完
了
と
な
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
に
限
り
登
録
さ
れ
た
方
の
世
帯
に
無

料
利
用
券
（
10
月
１
日
〜
31
日
の
み
有
効
）
１
枚
を

お
渡
し
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

  

■
受
付
開
始
　
９
月
15
日
(火)
午
前
９
時
〜 

  

■
用
紙
提
出
先
　
名
寄
市
役
所 

　
名
寄
庁
舎
３
階
　
総
務
部
地
域
振
興
課 

　
風
連
庁
舎
１
階
　
総
務
部
風
連
地
区
振
興
課 

  

タ
ク
シ
ー
バ
ス
予
約
方
法 

■
申
込
先
　
名
士
バ
ス
株
式
会
社  

 

　
　
　
　
　
０
１
６
５
４
②
４
１
５
１ 

 

　
　
　 

（
予
約
時
間
は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
） 

※
最
初
に
「
タ
ク
シ
ー
バ
ス
」
の
利
用
と
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。 

■
予
約
開
始
　
９
月
24
日
(木)
午
前
８
時
〜 

（
実
証
期
間
中
は
、
利
用
の
１
週
間
前
か
ら
予
約
可
） 

  

▼
問
い
合
わ
せ
　 

 

市
役
所
総
務
部
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　
０
１
６
５
４
②
５
６
４
４ 

タ
ク
シ
ー
バ
ス
予
約
方
法 

40

40


